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　全校で百人一首に取り組んでいます。最初は意味が

よく分かりませんでしたが、友達と１対１で向かい合
おもしろ いっしょうけんめい

って札を取り合うのが面白くて、一生懸命に札の歌を
く

覚えました。上の句を聞けば、すぐ下の句が思い出せるようになってき

ました。練習をすればするほど、すばやく札を取れるようになりました。
わたし ゆうしょう

　去年校内でおこなわれた第１回大会、第２回大会で、私は続けて優勝

することができ、大きなトロフィーをもらいました。とてもうれしかっ

たです。今年は３回、大会を予定しているそうなので、またがんばりた

いと思っています。百人一首は、暗記力と集中力がきたえられる上に、

心も強くなるように思います。

　ライバルが何人もいるので、いっしょに練習していっしょに強くなれ
おかざき り お な

たらいいなぁと思っています。 （４年　岡﨑莉央奈）

育てたオオムラサキを放つ児童たち

ちょう

　国蝶を知っていますか。オオムラサキという青むら
じゅんぜつ

さき色の美しいチョウのことです。しかし今では準絶
めつ き ぐ しゅ

滅危惧種になってしまい、なかなか見ることができま
めずら お がわ

せん。そんな珍しいチョウが、緒川小学校の校庭にいます。

　今年は２月に、校庭のすみに生えているエノキの根元にオオムラサキ
ようちゅう

の幼虫がいるのを発見して、３年生が中心となって育てています。去年
か びき

は飼っていた３匹全部がチョウになりました。今年も３匹つかまえてき

て毎日観察しています。６月にはサナギになるそうなので、チョウにな
しゅんかん

る瞬間をみんなで見たいなぁと思っています。チョウになったら、校庭

のエノキの下で放したいです。

　学校のまわりは自然がいっぱいなので、オオムラサキがいるのだと思
ゆた かこ ほこ いわ い み く

います。豊かな自然に囲まれた緒川小が誇りです。（３年　岩井美空）
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ひ た ち おおみや お がわ

　常陸大宮市立緒川小学校は、１年生か

ら６年生まで全校児童で詩づくりに取り

組んでいます。毎月１回は詩を書いてい
すぐ しょう ひょうしょう

て、優れた作品は月間賞として表彰され
は

たり張り出されたりします。また詩の作
おう ぼ

品を毎月応募していて、昨年度は新聞に
の にちじょう

�作品も載りました。日常的に詩を書くことで、毎日の

生活をふり返ったり、いろいろなことに気づいたりでき

ます。友達の詩を読んでさまざまなものの見方や感じ方

を知ることもできて楽しいです。

　昨年�月には「詩のボクシング大会」を行いました。
く ふう ろうどく

全校児童の前で自分の詩を工夫して朗読し、どれだけ聞
ひび きそ きんちょう

いている人の心に響いたか競いました。とても緊張した
ひょうげん

けれど、思いっきり自分を表現することができて気持ち

よかったです。
さつ

　書いた詩は１冊の文集にまとめられ、全員がもらえま

す。この文集はその年の自分や友達の思いがつまった心
たからもの

の宝物です。 （６年　ダンカン・ミア）

イノシシの骨を見せる猟師の増山洋治さん（右）

じゅ

　３年生になると毎年、イノシシじいちゃんの特別授
ぎょう ち いき

業を受けられます。イノシシじいちゃんとは、地域に
りょうし ますやまよう じ

住んでいる猟師の増山洋治さんのことです。授業では
ほね と じっさい

イノシシの骨や、捕ったばかりのイノシシを実際にさ

わらせてもらいました。毎年イノシシを何頭も捕って
ころ

いるそうですが、ただ殺すのではなく、命をいただい
か

ているという気持ちで狩りをしているそうです。
あ

　私は授業を受けるまで、イノシシは田畑を荒らす、こわい生き物だと
おく

思っていました。でも、イノシシじいちゃんの話を聞いて、イノシシは臆
びょう お がわ ゆた

病で、緒川地区の豊かな自然の一部だと分かりました。イノシシといっし

ょにこの地域に生きていくことが、この豊かな自然を守っていくことに
しゅうせい

なると学べました。イノシシの習性を知って、人間も動物もみんなで生
ひ やま め い

きていける緒川地区であってほしいと願っています。（５年　檜山芽彩）

（��） こども Ａ版　 第三種郵便物認可 � � � � ����年（令和６年）�月��日　　水曜日


